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1月末現在 前年同月比 

男 6,241人 △ 65人 

女 6,868人 △ 41人 

計 13,109人 △ 106人 
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と
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容
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新金木町議会議貝 
15人決まる 

任期平成4年3月I日から 

平成8年2月29日まてい 

二
月
二
十

九
日
で

任
期
満
了
と
な

る
町
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
が

二
月

二
日
行
な
わ
れ
、

即
日
開
票

の
結
果

十
五
人

の
新
議
員
が
誕
生
し
た
。
 

今
回
の
町

議
選
は
議
員
定
数
が
一
一

十
か
ら
十

五
に
削
減
さ
れ
て
か
ら
初

の
選
挙
で
あ
り
、
現
職
十
二
人
、

元

職

一
人
、
新
人

四
人
が
出
馬
、

少
数

激
戦
と
な
っ

た
。
 

こ
れ
が
反
映
し
た
の
か
投
票
率
も

高
く
、
前
回

（
昭
和
六
十

三
年
八
九

・

六
三
％
）
を
0

・
0

9

ポ
イ
ン
ト

上

回
っ
た
。
 

新
議
員
の
任
期
は
平
成
四

年
三
月

一
日
か
ら
平
成
八

年
二
月
二
十
九
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。
 

新
議
員
の
内
訳

は
現
職
十
人
、

元

職
一
人
、

新
人
四
人
、

と
な
り
政
党

別
で
は
無
所
属
十
四
人
、

共
産
党
一

人
。
 

次
 開 
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属
・
新
 

豊
 
則
 
②
 

無
所

属
・
現
 

(
 

無

所

属
・
新
 

共

産
党

・
現
 

野
 
宮
 

一
 
穂
 
①
 

吉
 
崎
 
正
 
光
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無
所

属
・
現
 

無
所

属
・
現
 

古
 
川
 
哲
 
雄
 
⑤
 

小
田
桐
 
喜
 
吉
 
④
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いまわが町の高校で一． 
金木高校話題がいっばい 

▲真剣に取り組む 

県
立
金
木
高
等
学
校

（
服
部
英
世
校
長
・
生
徒

数
二
百
九
十
五
名
）
で
は
、
近
年
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
 

ー
教
育
、
公
務
員
試
験

へ
の
ト
ラ
イ
、
ま
た
進
学

率
の
向
上
な
ど

と
積
極
的
に
取
り
組
み
好
結
果
を

得
て
い
る
と
と
も
に
、
昨
年
、
二
年
に
在
学
し

て

い
る
津
島
章
実
君
が
食
生
活
に
関
す
る
研
究
で
全

国
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

同
校
で
は
平
成
元
年
十

一
月
 
ワ
ー
プ

ロ
実
務
検
定
試
験
 

に
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 

◇
ニ
級
合
格
者
 
鈴
木
 

千
明

ー
二
十
台
を
導
入
、
平
成
二
年
 

◇
三
級
合
格
者
 

四
月
か
ら
「
情
報
処
理
I
」
を
 

千
葉
し
の
ぶ
 
高
松
 

緑

週
二
時
間
、
白
沢
安
秀
先
生
の
 
畠

山
志
保
子
 
佐
藤
 

和
枝

指
導
の
も
と

選
択
科
目
と
し
て
 
工
藤
 

優
子
 
清
野

真
由
美

三
年
生
が
履
修
し

て
い
る
。
 

外
崎
 
雅
人
 
葛
西
留
理
子

昨
年
十
一
月
二
十
四
日

に
実
 
鈴
木
 

純
子
 
横
山
 
佳
奈

施
さ
れ

た
ワ
ー
プ

ロ
実
務
検
定
 

◇
四
級
合
格
者
 

に
お
い
て
、
二
級
合
格
者

一
名
 
徳
田
 

朱
美
 

工
藤
さ
き
子

を
含
む
三
＋
三
名
も
の
大
量
合

格
を
成
し
た
。
ま
た
、
合
格
者

の
中
に
は
二
年
生
も
十
五
名
混

じ
っ
て
お
り
、
こ
の
生
徒
た
ち

は
一
度
特
別
講
習
を
受
け
た
だ

け
で
そ
の
後
は
三
年
生
と

一
緒

に
放
課
後
の
自
習
だ
け
で
合
格

し
た
。
 

暗
く
な
っ

て
も
校
舎
の
情
報

処
理
室
だ
け
が
夜
遅
く
ま
で
電

気
が

つ
い
て
い
る
と
い
う
事
実

が
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
を
物
語

っ
て
い
る
。
 

現
在
、

こ
の
よ
う
な
資
格
は

就
職
な
ど

に
大
変
有
利

に
働
い

て
い
る
よ
う
で
、

こ
れ
か
ら
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
実

践
教
育
に
期
待
し
た
い
。
 

・・‘ "m11111川川I川金木だより ④ 

金木高校全景 

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
導
入
が
結
実
 

ワ
ー
プ
ロ
検
定
に
大
量
3
3名
が
合
格
 

佐
野
千
恵
美
 
佐
野
香
代
子

中
村
 

由
美
 
太
田
 
英
樹

斉
藤
 

準
 
川
島
 

要

加
藤
 
健
一
 
小
松
 

巧

尾
野
 
優
加
 
大
橋
 
晴
美

長
利
真
紀
子
 
高
松
美

代
子

外
崎
 
京
子
 
外
崎
 

恵

野
宮
三
鈴
 
長
谷
川
歌
士
美

米
塚
さ
お
り
 
斎
藤
志
乃
ぶ

今
 
美
由
紀
 
椙
本
マ

ヤ
子
 



公
務
員
試
験
に
も
実
績
進
学
率
も
2
0％
へ
 

食
生
活
に
関
す
る
研
究
で
 

津
島
章
実
君
が
全
国
最
優
秀
賞
を
受
賞
 

就
職
に
関
し
て
同
校
で
は
以

前
は
県
外
就
職
6
に
対
し
て
県

内
就
職

4
と
い
う
割
合
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
県
外
4
、
県
内
 

6
と
い
う
逆
転
現
象
と
な
っ
て

い
る
。
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
以
前
は
都

会
へ
の
憧
れ
だ
け
で
就
職
先
を

決
め
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
今
は
地
元
指
向
が
強
ま

り
、
ま
た
県
内
へ
の
企
業

誘
致
 

学
校
敷
地
内
最
東

端
に
あ
る

黄
色
い
建
物
、
友
愛
館

（
生
徒

会
館
）
は
、
金
木
高
校
創
立
四

〇
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し

て
昨
年
の
＋
二
月
二
十
六
日
に

竣
工
し
た
。
床
面
積
が
百
二
十

五
坪
、
宿
泊
室
が

三
室
、
食
堂

兼
研
修
室
、
風
呂
場
等
が
完
備

さ
れ
、
五
十
人
が
寝
泊
ま
り
で

き
る
広
さ
を
も
っ
て
い
る
。
 

こ
の
た
め
学
校
側
で
は
、
教

育
関
係
施
設
で
あ
る
た
め

に
使

用
等
に
つ
い
て
の
制
限
は
多
少

あ
る
も
の
の
、
使
用
し
て
い
な

い
期
間
に
限
り
会
館
を
地
域
住

民
の
方
に
も
解
放
す
る
と
し

て

お
り
服
部
校
長
は
、
「
子
ど
も
会
 
 

な
ど
が
あ
っ
た
た
め
に
雇
用
の

場
が
増
え
た

こ
と
が
原
因
と
思

わ
れ
る
。
 

公
務
貝
試
験
に
も
力
を
入
れ

て
き
た
結
果
、
今
年
度
は
国
家

公
務
員
郵
政

m
種
に
三
名
、
青

森
県
職
員
学
校
事
務
に
一
名
、
 

自
衛
隊

に
下
士
官
候
補
生
を
含

む
六
名
が
合
格
し
て
い
る
。
 

進
学
に
関
し
て
も
こ
の
と
こ

ろ
増
え
て
お
り
、
こ
の
三
年
間
 

用
し
て
く
だ
さ
い
」
 
と
話
して
 
 で

み
る
と
専
門
学
校
を
含
む
大

学
・
短
大
へ

の
進
学
率
は
平
成

元
年
度

一
〇
％
、
二
年
度

一
三

％
、
本
年
度
は
二

〇
％
と
い
う

状
況
に
あ
る
。
 

取
り
も
直

さ
ず
こ
の

こ
と
は

学
校
で

の
指
導
が

一
方
に
遍
っ

た
も
の
で
な
く
、
進
学
、
就
職

ど
ち
ら
に
も
対
処
で
き
る
よ
う

な
指
導
方
法
が
実
を
結
ん
だ
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
 

全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ

連
盟
が
主
催
し
た
第
五
回
全
国

高
校
生
ホ

ー
ム
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
神
馬

宣
子
教
諭

の
指
導
も
と
、
二
年

に
在
学
中
の
津
島
章
実
君

（
金

木
川
端
町
）
の
研
究
が
全
国
か

ら
の
応
募
者
数
一
万
七
千
八
百

五
人
の
中
か
ら
見
事
に
最
優
秀

賞
十
人

に
選
ば
れ
た
。
 

「前
向
き
に
食
生
活
」
と
題

し
た
現
代
の
食
生
活
に
関
す
る

研
究
で
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
の

中
で
は
唯

一
の
男
子
生
徒
。
 

津
島
君

は
小
さ
い
頃
よ
り
祖

母
の
手
料
理
で
育
っ
た
が
、
次

第
に
食
物
繊
維
な
ど

が
豊
富
な
 

「
田
舎
料
理
」
よ
り
も
肉

類
を

中
心
と
す
る
料
理
が
大
好
き
に

な
り
、
自
分
で
も
作
っ
て
食
べ

る
よ
う
に
な
っ

た
が
だ
ん
だ
ん

体
調
を
崩
す
こ
と
が
多

く
な
り

始
め
た
。
そ
こ
で
で
あ
っ
た
の

が
 
「家
庭
一
般
」
の
授
業
。
 

同
校
で
は
昭
和
五
十
八
年
か

ら

一
年
男
子
に
「
家
庭
一
般
」
 

の
授
業
を
週
二
時
間
、
女
子
生

徒
と

一
緒
に
行
っ
て
お
り
、

こ

れ
に
津
島
君
が

興
味
を
持
ち
研
 
 究

す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
 

そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
結
論
は
 

「欧
米
型
の
食
事
」
を
と
る
よ

り
も
「
日
本
食
」
 
のほ
う
が

い

い
。
と
い
う
こ
と
で
、

祖
母
が

作
っ
て
く
れ
た
食
事
は
 
「健
康

食
」
に
あ
た
る
と
い
、2

」
と
を

発
見
、
そ
の
後
、
食
生
活
を
変

え
て
い
っ
た
と
こ
ろ
体
調
も
良

く
な
っ
た
と
い
う
。
 

津
島
君
は
昨
秋
の
重
量
挙
げ

県
新
人
戦
で
6
0昭
級
総
合
二
位

と
い
う
成
績
を
残
し

て
お
り
、
 

今
年
は
自
分
の
考
え
た
食
事
メ

ニ
ュ

ー
に
よ
っ
て
総
合

一
位
を
 
 狙

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

ま
た
、
最
優
秀
賞
の
副
賞
と

し
て
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ

へ
行

っ
て
き
た
が
、
 
「向
こ
う
の
食

生
活
は
肉
が
中
心
で
野
菜
な
ど

も
豊
富
だ
っ

た
が
野
菜
は
ち
ょ

っ
と
な
じ
め
な
か
っ
た
」
 
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。
 

金
木
高
校
家
庭
科
ク
ラ
ブ

は

平
成
二
年
度
に
青
森
県
高
等
学

校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
平
成
三

年
度
も
東
北
大
会
で
優
秀
賞
を

受
賞
し

て
い
る
。
 

⑤ 金木だより川川1111111 	 

▲津島章実君（左）と 

指導をした神馬教諭 

な
ど
の
合
宿
に
で
も
大

い
に
利
 

い
た
。
詳
し

い
こ
と
は
 

友
愛
館
（
生徒
会
館
）
が完
成
地
区
に
開
放
も
 

▲黄色の外壁がまぶしい友愛館 

金
木
高
等
学
校
事
務
室
ま
で

電
話

5
3
1
2
0
7
9
 



糖尿病の原因 吾尿病の原因 世界的に見ても 
高度成長期以降 

食事内容の変化 	2 倍に増加 

①脂 肪 食 の 増 加

②動物性たん白質の増加

③複合糖質の減少（穀類ばなれ） 

④食 物 繊 維 食 の 減 少

⑤加 工 食 品 の 増 加 

公立金木病院の状況 

(1ケ月の入院患者の実態） 

高血圧・脳梗塞 38.3% 

胃 潰蕩 	29.2% 

ガ ン 	 11.7% 

糖尿病 	10.8% 

心臓疾患 	10.0% 

題
目
選
択
の
理
由
 

僕
の
家
は
父
、
祖
母
、
中
1
 

の
妹
と
僕
の
四
人
家
族
で
す
。
 

祖
母
は
七
＋
二
歳
で
、
私
の
六

歳
の
こ
ろ
よ
り
母
に
代
わ
っ
て

家
族
の
食
事
作
り
を
し
て
き
ま

し
た
。
 

そ
ん
な
祖
母
の
作
る
料
理
は
、
 

煮
物
や
ナ
ス
妙
め
な
ど
の
田
舎

料
理
ば
か
り
で
、
僕
の
口
に
は

全
く
合
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
高

校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
特
に
肉

料
理
を
自
分
で
作
っ
て
、
家
族

と
別
な
も
の
を
食

べ
て
お
り
ま

し
た
。
 

し
か
し
高
校
で
家
庭
一
般
の

授
業
を
通
し
、
食
生
活

の
現
状

や
、
栄
養
の

こ
と
を
知
り
、
食

べ
る
こ
と
が
健
康
と
思
い
、
好

き
勝
手
に
食
べ
て
き
た
今
ま
で

の
食
生
活
を
見
直
し

て
見
る
必

要
が
あ
る
と
、
取
り
組
ん
で
み

ま
し
た
。
 

実
施
計
画
 

一
、
栄
養
の
基
礎
的
知
識
の
把

握
 

自
己
栄
養
診
断

と
若
者
の

食
生
活
傾
向
 

問
題
解
決

の
た
め
に
 

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

実
施
状
況
 

肉
食
主
体
の
行
く
末
を
見
通

す
た
め

に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
食

生
活
を
知
る
こ
と
が
先
決

と
思

い
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
 

一
、
栄
養
に
つ
い
て
の
基
礎
的

知
識
の
把
握
 

①
ア

メ
リ
カ
は
今
 

日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て

戦
前

の
日
本
の
食
生
活
を
思
わ

せ
る
中
国
と
を
比
較
し
て
み
ま

し
た
。
 

こ
れ
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
は

穀
類
離
れ
、

動
物
性
脂
肪
の
摂

り
す
ぎ
が
あ
り
早
く
か
ら
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
注
目
し
、
 

米

へ
の
見
直
し
と
、
不
飽
和
脂

肪
酸
と
良
質
の

タ
ン
パ
ク
質
を

含
む
、
大
豆
や
豆
製
品

に
つ
い

て
ブ
ー
ム
に
な
り
、
悪
玉

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
排
除
し

て
く
れ

る
魚
料
理
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
 
 す

。
 

②
食

べ
物
と
病
気
傾
向
に
つ
い

て
 世

界
的

に
多
く
な
っ
た
糖
尿

病
は
、
欧
米
型
の
食
事

か
ら
来

て
お
り
、
脂
肪
の
摂
り
過
ぎ
、
 

肉
食
、
穀
類
離
れ

と
併
せ
て
繊

維
不
足
の
食
事
傾
向
か
ら
来
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

町
 

二
 
自
己
栄
養
診
断
と
若
者
の

食
事
傾
向
 

①
自
己
栄
養
診
断

（
一
週
間
を

省
み
て
）
 

七
日
間
の
う
ち
、
朝
抜
き
が

四
日
、
昼
食
や
タ
食
に
せ
ん
べ
 
 

い
と
コ
ー
ラ
で
終
わ
っ
た
り
、
 

タ
食
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
だ
け

と
言
う
時
も
あ
っ
た
り
、
更
に

祖
母
の
お
か
ず
が
気
に
合

わ
ず
、
 

タ
食
に
ノ
リ
弁
を
食

べ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し

た
。
 

こ
の
一
週
間
の
平
均

ェ
ネ
ル

ギ
ー
は
一
一
六
〇

K
伽
と
い
う

現
状
で
あ
り
、
更
に
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
し
て
図
表
化
し
た
結
果

ア
ン
バ
ー
フ
ンス
を
見
ま
し
た
。
 

②
若
者

の
食
生
活

の
現
状
 

若
い
人

ほ
ど
米
離
れ
、
脂
肪

の
摂
取
が
多
く
食
生
活

の
欧
米

化
傾
向
に
あ
る
。
 

そ
こ
で
本
校
生

の
体
位
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
学
年
が
低
学
年

の
ほ
ど
肥
満
の
割
合
が
高
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
私
達
の
住
む
町

は
年

々
出
稼
ぎ
家
族
が
増
え
、
生
徒

の
父
兄
の
う
ち
五
六
％
が
出
稼

ぎ
を
し
て
お
り
、
食
事
作
り
を

す
る
の
は
母
が
六
九
％
、
祖
母

が
＋
六
％
、
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
よ
く
使
用
さ
れ
る
料

理
は
、
肉
類
が
六
二
％
、
作
ら

れ
た
お
か
ず
を
買
う
と
い
う
家

も
二
八
％
と
多

い
。
 

ま
た
、
食
事
傾
向
は
家
族
と

同
じ
も
の
を
食

べ
る
人
六
九
％

に
対
し
て
、
好
き
な
お
か
ず
だ

け
食
べ
る
人
も
三
一
％
あ
り
、
 
 

特
に
男
子
に
目
だ
っ
て
お
り
ま

し
た
。
 

朝
御
飯
を
食

べ
る
人
六
五
％

に
対
し
そ
の
時
に
よ
っ
て
食
べ

る
人
も
三
五
％

と
多
い
、
朝
食

べ
な
い
、
昼
は
購
買
の
甘
食
パ

ン
、
タ
食
は
、
家
族
と
食

べ
な

い
と
い
う
人
は
一
貫
性
が
あ
り
、
 

保
健
室
利
用
頻
度
が
高
い

の
も

関
連
を

み
ま
し
た
。
こ
れ
で
食

生
活
や
日
常
生
活

に
よ
っ
て
、
 

健
康
づ
く
り
に
関
連
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
 

三
、
問
題
解
決

の
た
め
に

朝
食
で
き
な

い
理
由
を
調
べ

た
結
果
、
僕
と
同
じ
夜
更
し
し

て
早
起
き
で
き
ず
、
食
事
の
時

間
が
な
い
人
と
、
朝
シ
ャ

ン
な

ど
に
時
間
を
か
け
て
い

る
実
態

も
把
握
で
き
ま
し
た
。
 

m
 

ま
た
金
木
地
域
の
中
心
医
療

を
担
う
金
木
病
院

の
入
院
者
の

状
況
で
す
が
、
通
院
者
を
含

め
 
 る

と
糖
尿
病
が
全
体
の
3
分
の
 

1
に
達
し
て
い
る
こ
と
も
把
握

さ
れ
、
そ
の
傾
向
も
、
小
学
生

な
ど
の
低
学
年
に
及
ん
で

い
ま

し
た
。
 

ま
と
め
と
今
後
の
課
題
 

こ
の
ホ

ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
し
て
、
私
は
も
っ
と
肉
を

食
べ
た
い
一
心
か
ら
、
肉
食
主

体
の
食
生
活
を
し

て
き
ま
し
た

が
、
欧
米

の
肉
食
の
反
省
は
、
 

日
本
食
が
見
直
さ
れ
、
祖
母
の

作
っ
て
い
る
料
理
は
健
康
食
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
朝
ぬ

か
な

い
た
め
の
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
の

工
夫
な
ど
を
試
み
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
考
え
る
こ
と
を
自

覚
し
た
。
し
か
し
、
本
校
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、
僕
の
よ

う
な
皆
が

い
る
こ
と
を
知
り
、
 

今
私
達
が
本
気
で
自
分
の
健
康

を
考
え
な
け
れ
ば
、

二
＋

一
世

紀
に
向
け
た
寿
命

の
シ
ュ
ミ
レ
 

ー
シ
ョ

ン
は
、
＋
年
あ
る
い
は
、
 

二
＋
年
も
短
縮
さ
れ
、
青
年
や

若
年
層
、
中
年
層
の
生
命
を

脅

か
し
、
ま
す
ま
す
高
齢

化
社
会

の
行
き
づ
ま
り
に
な
る
だ
ろ
う

こ
と
を
認
識
し
、

食
生
活
と
日

常
生
活

の
改
善
を
目
指
し
、
家

庭
ク
ラ
ブ
貝
に
広
く
働
き
か
け
、
 

す
す
め
て
行

け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
 

	mIm川I川金木だより ⑥ 

「前
向
き
に
食
生
活
」
 

青
森
県
立
金
木

l
n
同
等
学
校
 

一
一
年
津
 

島
 

章
 
実
 

r
 

(
 



●

気
合
で

飛
び

込
む
 

(
 

穴
ィ
ッ
ノ
」
年初
め
恒例
 

金
木
地
区
子
ど
も
会
百
人
一
首
カ
ル
タ
大
会
 

⑦ 金木だより川川I III II 

ト
じ
つ
  く
り
見

据
え
て
 

平
成
四
年
が
明
け
た
一
月
一
一

十
二
日
、
金
木
地
区
子
ど
も
会

の
百
人
一
首
カ
ル
タ
大
会
が
中

央
公
民
館
に
お
い
て
、
保
育
園

児
、
小
・
中
学
生
約
五
十
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。
 

こ
の
大
会
は
二
十
五
回
を
数

え
る
金
木
地
区
子
ど
も
会
お
正

月
恒
例
の
行
事
で
、
学
年
別
と

町
内
ブ
ロ
ッ
ク
別
団
体
戦
に
分

れ
て
競
技
が
行
わ
れ
、
な
れ
な

い
正
座
に
足
が
し
び
れ
苦
笑
い

す
る
子
や
、
う
で
ま
く
り
で
が

ん
ば
る
子
な
ど
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
た
。
 

例
年
よ
り
も
参
加
人
数
は
減

っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
今
年

は
保
育
園
児
二
人
の
参
加
も
み

ら
れ
た
。
 

こ
の
日
の
た
め
に
備
え
て
家

で
練
習
し
て
き
た
せ
い
か
、
 一

句
を
読
み
は
じ
め
る
と
同
時
に
 

「
ハ
イ
ッ

ー
」
 
と
元
気
な
声や
 

「あ
、
あ
」
 
と残
念
そ
う
な
声

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
る
 
 ほ

ど
終
始
に
ぎ
や
か
な
大
会
だ
 

〈
ノた
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

☆
特
別
賞
 

徳
田
千
由
希

（
保育
園
児
）
 

吉
田
 
優
姫

（
保育
園
児
）
 

☆
小
学
校
個
人
の
部
 

▽
一
年
 

一
位
白
川
 
恵

（
昭
和
）
 

一
一
位角
田
 
朝
美

（
昭
和
）
 

三
位
 
川
山
 
斉
記

（
昭
和
）
 

▽
二
年
 

一
位
津
島
 
伊
織

（
朝北
）
 

一
一
位櫛
引
 
絵
美

（
朝
北
）
 

三
位
葛

西
 
可
奈

（
山
道
）
 

▽
三
年
 

一
位
白
川
 
貴
行

（
昭和
）
 

一
一位
葛

西
 
志
帆

（
山
道
）
 

三
位

吉
田
 

一
生
（
蒔
田
）
 

▽
四
年
 

一
位
今
 

勇
介

（
昭和
）
 

一
一位
花

田
ひ
と
み
（
昭
和
）
 

三
位
 
白
川
 
綾
子
（
蒔
田
）
 

▽
五
年
 

一
位
加
藤
 
朝
香

（
昭和
）
 

一
一
位
中川
 
悦
子

（
朝北
）
 

三
位
 
山
田
 
麗
奈

（
山
道
）
 

▽
六
年
 

一
位
西
村
 
如
生

（
山
道
）
 

一
一
位
秋元
理
香
子
（
山
道
）
 

三
位

角
田
真
樹
子
（
朝
北
）
 

☆
中
学
校
個
人
の
部
 

一
位
大
橋
 
幸
美

（
昭和
）
 
 

一
一
位
 
原
田
 
旭
（

朝
北
）
 

三
位

津
島
 
綾
乃
（
朝
北
）
 

四
位

中
谷
 
幸
一
 
（
朝北
）
 

☆
団
体
戦
の
部
 

一
位
昭
和

B
チ
ー
ム
 

加
藤
 
朝
香
 

花
田
ひ
と
み
 

今
 
勇
介
 

一
一
位
朝
北

A
チ
ー
ム

津
島
 
綾
乃

角
田
真
樹
子

中
川
 
悦
子
 

三
位
昭

和

A
チ
ー
ム

花
田
ゆ
か
り

大
橋
 
幸
美

川
口
 
貴
子
 


